
 

第４学年１組 道徳科学習指導案 

 

 

                    

１ 主 題  きめつけはやめよう 

 

２ 教材名  「だれにでも」（小学校中学年用人権教育資料『ほほえみ』） 

 

３ ねらい  Ｃ 公正、公平、社会正義 

先入観や固定観念を見直し、誰に対しても公正、公平な態度で接しようとする意欲を

育てる。 

 

４ 主題設定の理由 

 

本学級の児童は、仲が良く、相手の気持ちを考えて行動しようとする子も多い。しかし、中には、

特定の子と仲良くしていたり、自分のグループ以外の子にはきつい口調で注意をしていたりする児童

もいる。そのため、同じことをしていても、人によって注意をしたりしなかったり、相手によって注

意の仕方が違うことがある。中にはその子自身について正しく理解しておらず、決めつけや思い込み

で判断してしまっている子もいる。 

先入観や固定観念を見直し、誰に対しても公正、公平な態度で接しようするまでには至っていない。 

 

 本教材は、「ぼく」の心情の変容を通して、外国にルーツをもつ人にも、走ることが速い人もいれば

そうでない人がいることに気付き、どこの国の人でも得意不得意や好き嫌いなど、ルーツではなく一

人ひとりによって違うことについて考えることのできる教材である。本教材では、ゆうたさんの言葉

から、ぼくがアリーヤさんの気持ちを考えることによって、外国にルーツをもつ人に対して、先入観

や固定観念をもっているのではないかと気付き、後悔する姿が描かれている。そのような姿から、多

様な価値観を受容することは人間関係を豊かにすることに気付き、誰に対しても公正、公平な態度で

接しようとする意欲を育てるのに適した教材である。 

 

 指導にあたっては、 子どもの思考を広げやすくするためにＴＴによる授業を行う。Ｔ１は「ぼく」、

Ｔ２は「アリーヤさん」の視点で問いかけをすることで、児童が思考する場合の立場を明確にする手

立てとする。まず、日本人やアフリカ人のイメージについて話をすることで、個人として見られてい

るのではなく、全体として見られていることを確認する。次に、 アリーヤさんは足が速いと考えた理

由を考えさせることで、出身国の一つの特徴をそのままアリーヤさんに結び付けていることを押さえ

る。そこで、Ｔ２がアリーヤさんの視点に立ち、苦い顔をしている理由を問うことで、思い込みや決

めつけが相手を傷つけていることに気付かせる。そして、「あ！そっか・・・」という言葉から、ぼく

はどんなことに気付いたかを考えさせる。その際に、グループで話し合わせることで様々な意見に触

れさせ、多様な見方や考え方があることに気付き、自分の考えを広げさせる。終末では、先入観や固

定観念をもたないためにはどうすればよいかを考えさせることによって、誰に対しても公正、公平な

態度で接しようとする意欲を育てたい。 

 

５ 人権教育の観点  ２－（２）－ア   差別と人権問題についての学習 

多くの児童は、誰に対しても公正、公平な態度で接することは大切であると理解しているが、勝手

に決めつけていたり、思い込みによって知らないうちに相手を傷つけてしまったりしていることがあ

る。本授業では、先入観や固定概念で人を判断する誤りに気付き、相手の立場に立って公正、公平に

接しようとする資質・能力の育成につなげたい。 

 

６ 指導計画 １時間 

 

 

〔別紙①〕 



 

７ 指導過程（展開） 

学習活動 主な発問と予想される反応 指導上の留意点 

１ 日本とガーナの写真

を見て、各国のイメー

ジを知る。 

○ 外国から見た日本のイメージは？【Ｔ１】 

・ 安全 

・ アニメが好き 

・ お寿司が好き 

 

○ ガーナ（アフリカ）ってどんなイメージ？ 

・ ジャングルがある 

・ 足が速い 

・ 肌が黒い 

○ 日本やガーナについてのイメージ

を聞くことで、教材に興味をもたせ

る。 

○ 自分の知っていることとは違った

見方があることについて説明する

【Ｔ２】 

○ 知らないことがあることに気付か

せることで、相手から見られている

見方が自分の考えていたことと違う

こともあると知る。 

 

２ 教材を読んで話し合

う。 

① アリーヤさんは足が

速いと思った理由を考

える。 

 

② アリーヤさんの苦い

顔の理由を考える。 

 

 

 

 

 

 

③ ぼくが何に気付いた

か考える。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 決めつけないために

はどうすればよいかを

考える。 

○ なぜ、アリーヤさんは足が速いと考えたのでしょ

う。【Ｔ１】 

・ アフリカの人は足が速いから 

・ ガーナ出身だから 

・ 外国人だから 

 

○ アリーヤさんはどうして苦い顔なのだろうか。 

【Ｔ２】 

・ うれしくない 

・ 得意じゃないのに決めつけられたから 

・ 思い込みで言われても、いやだ 

・ 見た目で判断されても困る 

・ 自分自身を知って欲しい 

 

○ ぼくは「あ、そっか・・・。」でどんなことに気付

いたのでしょうか。【Ｔ１】 

・ 人それぞれ足の速さは違う 

・ 国や肌の色で決めつけてはいけない 

・ 人によって得意なことは違う 

・ ゆうたさんの考え方は素敵だな 

・ ぼくも次からは決めつけをやめよう 

・ 一人ひとりを見て判断しないといけない 

 

○ 決めつけないためにどうしたらいいのかな。【Ｔ１】 

・ 決めつけや思い込みをしてはいけない 

・ 思っていることをすぐ口にしない 

・ しっかりと相手を見て、判断する 

・ 相手のことを知ってから行動する 

・ 相手の気持ちを考えるようにする 

・ 知らないことを知ろうと努力する 

 

○ 出身国の一つの特徴をそのままア

リーヤさんに結び付けて、思い込み

で判断していることを押さえる。 

 

 

 

○ アリーヤさんの表情に着目させる

ことで、決めつけや思い込みが相手

を傷つけていることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

○ ワークシートに書かせることで、

自分の考えをもたせる。 

 

○ ゆうたさんの言葉からアリーヤさ

ん自身を捉えることの大切さに気付

かせる。 

 

 

 

○ 決めつけないためには、どうすれ

ばよいかを問うことで、価値につい

てより深く考えさせる。 

 

 

３ 本時のふり返りをす

る。 

○ 学習をふり返って書きましょう。【Ｔ１】 

・ 決めつけがいけないということが分かった 

・ 自分も見た目で判断してしまったことがあった

から気を付けたい 

・ 相手のこと知らないまま、思い込みで話したり行

動したりしてはいけない 

○ 学習したことをふり返えらせ、今

後の生活につなげたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔別紙②〕 

板書 

公正、公平、社会正義から親切、

思いやりにならないよう、意見とし

て気持ちの部分が出たときは、問い

返して価値がずれないように板書し

ました。 

チョークは、色の違いが識別しやす

いように、色覚に対応したチョークを

使用しました。誰もが見やすいユニバ

ーサルカラーになっています。 

グループトーク 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 【授業で工夫した点・事前研修・事後研修など】 

 

 

〇  先入観や固定観念を見直し、誰に対しても公正公平な態度で接することに視点が向くようにＴＴに

よる授業を行った。 

   今回、「ぼく」の気持ちを追って授業を進めていくのが、Ｔ１。足が速いと思いこまれて困っている

ガーナ生まれのアリーヤさんの気持ちをＴ２が聞いていった。それぞれの視点で問いかけをすること

で、児童の思考が混乱しないようにした。 

 

〇  朝のモジュールの時間を使った「糸引タイム」の話合いを意識したグループトークを取り入れた。

「グループで話し合わせることで多様な意見に触れ、自分の考えを広げさせる」「自分の考えと友だち

の考えを比べながら発表させることによって、多様な見方や考え方があることに気付かせる」という

ねらいがあった。このように見方や考え方を広げることが、多文化共生に繋がっていくと考えた。 

 

〇  授業の導入では、スライドを活用した。外国の人がイメージする日本の食べ物などを挙げ、自分た

ちも外国の人たちから、「日本人は納豆が好き」と決めつけられているし、また、私たちもアフリカの

人のことを決めつけているということに気付けるように工夫した。 

 

〇  事前授業で、板書に少し気持ちの部分を多く書いてしまったり、問い返したときに気持ちの部分を

聞いたりすると、価値が変わってしまうことが分かった。価値が変わらないように、板書に残す文章

や問い返しに気を付けた。さらに、１時間の流れが見やすく、ぼくとアリーヤさんの気持ちが分かり

やすい板書を心がけた。普段の授業では青いチョークで文字を書かないが、視覚支援も兼ね、色覚に

対応したチョークを使用し、誰もが見やすい板書になるように気を付けた。 

 

〇  事前授業では、クロムブックのスクリーンキャストを用いて、授業の様子を動画で記録した。そう

することで、発問の仕方や問い返し方を検討するのに役立て、授業改善に繋げた。また、授業を見る

ことができなかった推進委員のメンバーも授業の様子が分かり、同じイメージをもって検討会を行う

ことができた。 

 

〇  校内における事後検討会では、道徳における効果的なＴＴの入り方について話合いをもった。道徳

においてＴＴは浸透していないが、資料によっては効果的であることを全職員で確認した。今回のよ

うに登場人物が複数いて、主人公の変容に関わる人物などは、授業者一人で行うよりもＴ１・Ｔ２に

分けた方が子どもたちの視点がその人物に思考が向くので、ＴＴによる授業を行うのは意味があるこ

とだ。ＴＴを安易にするのではなく、しっかりと役割分担し、それぞれがねらいをもってこそ、意味

のある授業になることを共通理解した。 

 

 


